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直 　  売 　  所 項　　　　目 大 手 量 販 店 等

売場面積や売上高、営業日・時間、運営主体、
運営目的、運営方法までが多種多様 店　　　舗（業 態）

スーパーマーケット、コンビニエンスストア
など営業形態ごとに、顧客の生活スタイル
や時流を意識して商品・サービスを展開

小〜中まで 店舗の規模（商 圏） 小〜大まで

●付加価値の高い農産物・農産加工品の供給
●地域活性化（交流など）
●農業者の所得向上

店舗に求められる機能
●広範囲にわたる多商品供給
●利便性

地元商品中心（地産地消） 店 舗 で 扱 う 商 品 一般的な商品（メーカー商品、プライベー
ト商品）

流通経路：短い
流通にかかる費用：安い 流 通 経 路 ・ コ ス ト 流通経路：長い

流通にかかる費用：高い

委託 仕 入 れ 方 法 買い取り

生産者が決定 販 売 価 格 小売業者が決定

特 
集

直
売
所
は 

魅
力
が
い
っ
ぱ
い

直売所といっても多種多様ですが、既存の大手スーパーマーケットなどとの違いをまとめてみました。

　
農
産
物
直
売
所
（
以
下
、
直
売
所
と
記
述
）

が
今
も
な
お
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
新
聞
な
ど
で

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
消
費
者
の
食
の
安
全
・
安
心

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。

直
売
所
で
は
、
味
・
鮮
度
が
良
く
て
価
格
が
安

く
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
た
め
に
安
全
・
安
心

の
レ
ベ
ル
が
高
い
農
産
物
や
農
産
加
工
品
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
費
者
の
多
く
は
、
こ
の

よ
う
な
「
付
加
価
値
」
の
あ
る
商
品
に
魅
力
を

感
じ
て
直
売
所
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
や
地
域
に
と
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
直
売
所
と
い
っ
て
も
多
種
多
様
で
す
が
、

販
売
す
る
商
品
の
多
く
は
地
元
産
で
す
。
生
産

者
は
自
ら
の
工
夫
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
商
品

化
し
て
い
ま
す
。
直
接
持
ち
込
ん
で
販
売
価
格

を
決
定
す
る
た
め
、
流
通
経
路
が
短
く
コ
ス
ト

が
抑
え
ら
れ
る
う
え
、
販
路
確
保
と
所
得
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

直
売
所
に
は
多
く
の
来
客
が
見
込
め
る
と

あ
っ
て
、
生
産
者
は
消
費
者
の
反
応
を
直
接
知

る
た
め
に
利
用
し
、
そ
こ
で
関
係
を
築
い
て
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
地
域
が
活
性
化
す
る
ほ

か
、
直
売
所
の
売
り
上
げ
が
地
域
の
雇
用
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
城
の
直
売
所

県産農産物、直売所等のPRに向けて
〜県主催でスタンプラリーを実施します〜

　
宮
城
県
は
、
奥
羽
山
脈
に
蓄
え
ら
れ
た
豊
富

で
澄
ん
だ
水
資
源
と
適
度
に
寒
暖
差
の
あ
る
気

候
に
恵
ま
れ
、
一
年
を
通
し
て
農
業
、
林
業
、

漁
業
な
ど
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
豊
か
な
自
然

が
育
む
、
海
の
幸
か
ら
山
の
幸
ま
で
の
良
質
な

食
材
が
そ
ろ
う
「
食
材
王
国
」
で
す
。

　
宮
城
の
直
売
所
で
は
、
地
域
の
気
候
や
特
性

に
応
じ
た
農
林
水
産
物
を
旬
の
時
季
に
提
供
し

て
い
ま
す
。
地
域
な
ら
で
は
の
郷
土
料
理
や
食

文
化
も
存
分
に
感
じ
ら
れ
、
地
域
の
人
の
温
か

さ
に
触
れ
な
が
ら
会
話
を
交
わ
す
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
お
米
や
野
菜
は
も
ち
ろ
ん
、
山
菜
や
キ
ノ
コ

類
、
花
き
、
果
物
、
魚
介
類
、
精
肉
、
手
作
り

の
加
工
品
な
ど
多
彩
な
商
品
が
並
び
、
私
た
ち

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
お
な
か
と
心
を
満
た
し
て

く
れ
ま
す
。

　
直
売
所
そ
れ
ぞ
れ
に
、
採
れ
た
て
の
お
い
し

さ
と
、
笑
顔
と
温
も
り
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

魅
力
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
10
月
１
日
現
在
、
直
売
所
の
設
置

数
は
２
５
２
店
舗
を
数
え
ま
す
。
訪
れ
た
こ
と

の
な
い
直
売
所
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
次
ペ
ー

ジ
で
は
、
平
成
28
年
度
以
降
に
新
た
に
設
置
さ

れ
た
直
売
所
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
出
会
い
を

求
め
て
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
る

農
産
物
の
風
評
被
害
払ふ

っ
し
ょ
く拭

と
、
県
内
の
直
売

所
な
ど
へ
の
集
客
、
販
売
額
拡
大
を
図
ろ
う

と
、
県
で
は
「
み
や
ぎ
ス
マ
イ
ル
＆
ス
マ
イ

ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
今
年
５
年
目
で
、

「
野
菜
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
８
月
31
日

（
木
）
か
ら
県
内
１
４
０
店
舗
ほ
ど
が
参
加

し
て
行
い
ま
す
。

　

参
加
店
舗
３
カ
所
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て

応
募
す
る
と
、
抽
選
で
２
０
０
人
に
３
千
円

相
当
の
県
産
農
産
物
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ほ

か
、
５
カ
所
の
ス
タ
ン
プ
で
20
人
に
１
万
円

相
当
の
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
が
当
た
り
ま
す
。

応
募
期
間
は
12
月
８
日
（
金
）
ま
で
。
多
く

の
応
募
を
受
け
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
仙
台
市
内
の
消
費
者
を

対
象
に
、
県
内
直
売
所
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

な
ど
を
巡
る
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画

し
、
県
産
農
産
物
や
直
売
所
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予

定
で
す
。

▽
み
や
ぎ
ス
マ
イ
ル
＆
ス
マ
イ
ル

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
務
局

 

（
株
式
会
社
エ
イ
エ
イ
ピ
ー
内
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直売所の特徴（大手スーパーマーケットなどとの比較）
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加
美
町
宮
崎
に
平
成
29
年
４
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
町
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
旧
山
田
屋
旅
館
跡
地
を
活
用
し

た
同
施
設
は
、
同
地
区
商
店
街
を
活
気
づ
け
、
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
、
多
く
の
人
を
呼
び
込
む
情
報
発
信
の
場
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
地
元
野
菜
や
特
産
品
を
販
売
す
る
ほ
か
、
つ
き
た
て
餅
を

提
供
す
る
「
も
ち
茶
屋
」、
加
美
町
産
の
米
を
使
用
し
た
「
か

み
さ
ん
お
に
ぎ
り
」、地
区
初
の
カ
フ
ェ「
ボ
ン
ヌ・ジ
ュ
ル
ネ
」

の
３
ブ
ー
ス
を
設
置
。
県
産
餅
米
品
種
「
み
や
こ
が
ね
も
ち
」

の
一
大
産
地
で
、
豊
か
な
食
文
化
が
息
づ
く
郷
土
色
を
前
面

に
押
し
出
し
て
い
ま
す
。

特 集 直売所は 魅力がいっぱい

　
沿
岸
部
と
内
陸
部
を
結
ぶ
観
光
窓
口
と

し
て
、
登
米
市
東
和
町
に
平
成
29
年
４
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
三
陸
自
動

車
道
「
三
滝
堂
Ｉ
Ｃ
」
に
隣
接
し
高
速
道

路
と
一
般
道
路
の
両
方
か
ら
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
集
客
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
産
直
野
菜
、
山
菜
、
キ
ノ
コ
な
ど
が
店

頭
に
並
ぶ
ほ
か
、
南
三
陸
自
然
卵
「
卵ら

皇お
う
」
を
使
用
し
、
バ
ニ
ラ
香
料
さ
え
加
え

ず
に
仕
上
げ
た
プ
リ
ン
や
、
ず
ん
だ
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
、
ず
ん
だ
シ
ェ
イ
ク
な
ど
の

ス
イ
ー
ツ
が
充
実
。
そ
れ
を
目
当
て
に
多

く
の
来
客
が
訪
れ
、
売
り
切
れ
を
心
配
す

る
ほ
ど
で
す
。

　
「
産
直
の
野
菜
を
も
っ
と
身
近
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
平
成

28
年
６
月
、
仙
台
市
太
白
区
の
Ｊ
Ｒ
南
仙
台
駅
前
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
店
内
に
は
、
主
に
登
米
市
の
契
約
農
家
が
栽
培
す
る
旬
の

野
菜
や
農
産
加
工
品
が
、
駅
利
用
者
向
け
に
小
分
け
サ
イ
ズ

に
袋
詰
め
さ
れ
て
並
ん
で
い
ま
す
。
大
き
さ
や
数
量
な
ど
を

工
夫
し
た
販
売
は
、
駅
に
隣
接
す
る
店
舗
な
ら
で
は
と
、
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
曜
日
限
定
で
「
エ
キ
ナ

カ
市
場
」を
開
き
、新
鮮
な
野
菜
を
消
費
者
に
届
け
て
い
ま
す
。

　
震
災
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
、
石
巻
市
に
平
成
29
年
６
月

30
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
石
ノ
森
萬
画
館
の
川
向
い
に
あ

る
同
施
設
は
、
①
農
産
物
・
海
産
物
を
は
じ
め
と
し
た
地
場
産

品
販
売
を
通
じ
て
地
元
企
業
の
活
性
化
を
図
る 

②
地
域
住
民

の
買
い
物
の
場
と
な
る
よ
う
利
便
性
を
追
求
す
る 

③
観
光
客

を
増
や
す
の
３
点
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
店
内
は
、
世
界
三
大
漁
場
・
金
華
山
沖
を
抱
え
る
石
巻
な

ら
で
は
の
品
ぞ
ろ
え
。
鮮
魚
や
海
産
物
、
水
産
加
工
品
、
寿

司
な
ど
が
豊
富
に
並
ぶ
ほ
か
、
２
階
の
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
海
鮮
丼
や
定
食
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

東
松
島
市
矢
本
に
平
成
28
年
４
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
国
道
45
号
線
沿
い
、

矢
本
郵
便
局
の
近
く
で
す
。
地
域
の
活
性

化
に
努
め
る
ほ
か
、
地
域
に
定
着
し
て
住
民

に
愛
さ
れ
る
直
売
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
店
頭
に
は
、季
節
ご
と
に
新
鮮
な
野
菜
、

海
産
物
な
ど
が
並
ぶ
ほ
か
、
そ
の
日
採
れ

た
野
菜
を
使
っ
た
「
は
ら
っ
ぱ
サ
ラ
ダ
」

や
手
作
り
の
お
総
菜
な
ど
を
陳
列
。
多
彩

な
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ベ
ー
カ
リ
ー
が
併
設
さ
れ
、
常

時
50
種
ほ
ど
の
パ
ン
を
販
売
。
愛
媛
県
の

パ
ン
屋
で
人
気
の
塩
パ
ン
を
「
伊
達
の
旨

塩
」
を
使
っ
て
レ
シ
ピ
通
り
に
再
現
し
、

一
押
し
の
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
栗
原
市
若
柳
の
農
家
の
お
店
「
お
て
ん

と
さ
ん
」
内
に
以
前
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

28
年
度
に
県
に
対
し
て
直
売
所
申
請
を
し

ま
し
た
。売
場
面
積
は
10
坪
ほ
ど
で
す
が
、

と
て
も
活
気
が
あ
り
ま
す
。

　
会
員
が
朝
４
時
に
起
き
て
収
穫
し
た
新

鮮
な
野
菜
が
、
開
店
前
に
次
々
に
集
荷
さ

れ
る
ほ
か
、
収
穫
の
都
度
出
品
す
る
会
員

も
多
く
、
充
実
し
た
品
ぞ
ろ
え
で
す
。

　
直
売
所
出
品
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

る
会
員
が
多
い
う
え
、
会
員
同
士
の
仲
も

と
て
も
良
く
、
開
店
前
の
集
荷
や
陳
列
作

業
で
は
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

食彩市場みやざきどどんこ館
問い合わせ先／食彩市場みやざきどどんこ館  ☎0229-69-5500

加美町

農直穂野か 南仙台店
問い合わせ先／農直穂

ほ
野
の

か 南仙台店　☎022-797-3570

仙台市
太白区

あじわいの朝 若柳店
問い合わせ先／あじわいの朝 若柳店　☎0228-32-6650

栗原市

道の駅三滝堂
問い合わせ先／道の駅三

み
滝
たき

堂
どう

  ☎0220-23-7891

登米市

いしのまき元気いちば
問い合わせ先／いしのまき元気いちば  ☎0225-98-5539

石巻市

Harappa
問い合わせ先／H

はらっぱ
arappa  ☎0225-24-6740

東松島市
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水
稲
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す
。
組
合
で
は
慎
重
に
調
査
し
、

適
正
か
つ
公
平
な
評
価
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
適
正
な
損
害
評
価
は
、
正
し
い
被
害
申
告
か
ら
。
田
ん
ぼ
を
よ
く

見
て
被
害
の
申
告
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

間
も
な
く
収
穫
期
で
す

被
害
状
況
を
把
握
し
て
申
告
を

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　
平
成
30
年
産
麦
共
済
細
目
書
の
提
出
時
期
が
き

ま
す
。麦
を
20
㌃
以
上
作
付
予
定
し
て
い
る
方
は
、

作
付
耕
地
の
地
名
地
番
、
面
積
、
品
種
等
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
年
よ
り
麦
の
細
目
書
の
提
出
期
限
は

10
月
10
日
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
願
い
ま
す
。

○
加
入
要
件

・  

麦
（
大
麦
・
小
麦
）
を
20
㌃
以
上
耕
作
し
て
い

る
場
合
は
必
ず
加
入
い
た
だ
き
ま
す
。

○
補
償
期
間

・ 

発
芽
期
か
ら
収
穫
期
ま
で

○
加
入
方
式
、
補
償
割
合
に
つ
い
て

・ 

共
済
規
程
で
定
め
る
中
か
ら
選
択
で
き
ま
す

が
、品
質
ま
で
カ
バ
ー
す
る
災
害
収
入
方
式（
９

割
・
８
割
・
７
割
）
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
災
害
（
共
済
事
故
）

・ 

風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、
雪
害
そ
の
他
気
象
上

の
原
因
（
地
震
、噴
火
を
含
む
）
に
よ
る
災
害
、

火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
。

・ 

共
済
事
故
を
原
因
と
す
る
品
質
低
下
に
伴
う
生

産
金
額
の
減
少
（
災
害
収
入
方
式
の
み
）

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 麦

共
済
細
目
書
は

10
月
10
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

麦共済麦共済

水稲損害評価の流れ

被
害
申
告 

⬇ 

立
札

　
一
筆
ご
と
に
収
量
が
引
受
単
収

を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
。

損
害
評
価
研
修
会

（
損
害
評
価
員・評
価
会
委
員
）

悉
皆
調
査（
損
害
評
価
員
）

　
被
害
申
告
の
あ
っ
た
圃
場
全
筆

を
３
人
の
評
価
員
で
構
成
し
た
評

価
班
で
調
査
し
ま
す
。

抜
取
調
査（
評
価
会
委
員
）

　
悉
皆
評
価
班
ご
と
に
10
筆
を
任

意
に
抽
出
し
て
実
測
調
査
し
ま
す
。

抜
取
調
査（
調
整
班
）

　
抜
取
調
査
が
適
正
に
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の

調
査
で
す
。

損
害
評
価
会（
審
議
委
員
）

　
調
査
結
果
を
整
理
し
た
、
組
合

等
当
初
評
価
高
等
を
審
議
し
ま
す
。

　
組
合
は
評
価
会
の
答
申
に
基
づ

き
評
価
高
を
決
定
し
国
に
報
告
し

ま
す
。

認
定（
承
認
）

　
減
収
調
査
結
果
で
損
害
評
価
高

を
認
定（
承
認
）し
ま
す
。

農水省 宮城県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ宮城） 組合員

実測調査にご協力ください
損害評価の適正化を図るため、実測調査をさせていただくことがあります。稲刈りが終了するまで被害
申告の立札はそのまま立てておかれますよう、ご理解とご協力をお願いいたします。

※被害申告数が少ない場合、悉皆調査と抜取調査を合同で行う場合があります。

水
稲
作
付
内
容
を
再
確
認
願
い
ま
す

　
水
稲
共
済
の
適
正
な
引
受
の
た
め
、
水
稲
共
済
細
目
書
の

作
付
内
容
を
再
度
ご
確
認
願
い
ま
す
。

　
作
付
内
容
が
誤
っ
て
い
る
場
合
、
共
済
掛
金
に
差
額
が
生

じ
た
り
、
損
害
評
価
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
内
容
に
変
更
等
が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

災
害
に
備
え
て
ご
加
入
を

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　
園
芸
施
設
共
済
は
、
作
物
を
栽
培
し

て
い
る
ハ
ウ
ス
が
加
入
で
き
ま
す
。
加

入
で
き
る
の
は 

①
特
定
園
芸
施
設（
本

体
と
被
覆
材
）
②
附
帯
施
設  

③
施
設

内
農
作
物
で
、
補
償
を
拡
充
す
る
「
復

旧
費
用
」、
被
災
時
に
被
覆
物
を
除
く

ハ
ウ
ス
本
体
の
取
片
付
け
費
用
を
補
償

す
る
「
撤
去
費
用
」
を
オ
プ
シ
ョ
ン
で

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
台
風
の
進
路
が
本
県
に
向

か
っ
て
い
る
場
合
、
台
風
が
消
滅
す
る

ま
で
園
芸
施
設
共
済
へ
の
新
規
加
入
を

お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
新
規
に
加
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
、お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
特
定
園
芸
施
設

〔
本
体
＋
被
覆
材
〕

農
作
物
を
栽
培
す
る
た
め
の
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
、

ガ
ラ
ス
室
、
雨
よ
け
施
設
、

多
目
的
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

②
附
帯
施
設

暖
房
施
設
、
換
気
施
設
、
か

ん
水
施
設
、
自
動
制
御
施
設

な
ど

③
施
設
内
農
作
物

一
括
加
入
制

施
設
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

野
菜
、
花
き
の
生
産
費

共
済
責
任
期
間
中
に
所
有
す
る
ハ
ウ
ス
が
複
数

あ
る
場
合
は
、
そ
の
全
て
を
加
入
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
加
入
の
組
み
合
わ
せ
や
オ
プ
シ
ョ

ン
の
選
択
方
法
に
つ
い
て
も
、
全
て
の
ハ
ウ
ス

に
つ
い
て
同
じ
組
み
合
わ
せ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
で

加
入
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

撤
去
費
用

被
覆
材
を
除
く
ハ
ウ
ス
本
体

の
解
体
や
廃
材
の
撤
去
・
処

分
に
要
す
る
費
用

被覆材を除くハウス本体（附帯施設に加入した
場合は附帯施設も対象）の復旧に要する費用復旧費用

その1その1その2その2その3その3その4その4 被
害
申
告
の
ポ
イ
ン
ト

田
ん
ぼ
を
よ
く
見
る

　
自
分
の
圃
場
に
入
っ
て
被
害
状
況
を
把
握

し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
稲
共
済
は
、
風
水
害
、
干
害
、
そ
の
他
の

気
象
上
の
災
害
（
ひ
ょ
う
害
、
雷
害
な
ど
）、

火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
に
よ
る
減
収
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

選
択
し
た
補
償
割
合
で
対
象
と
な
る

減
収
か
見
極
め
る

　
一
筆
ご
と
の
収
量
が
引
受
単
収
を
下
回
る
と

見
込
ま
れ
る
場
合
に
被
害
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

立
札
は
、
高
く
見
や
す
い
場
所
に
立
て
る

　
該
当
圃
場
に
立
札
が
立
っ
て
い
な
い
と
評
価

が
で
き
ま
せ
ん
。
申
告
後
速
や
か
に
、
ビ
ニ
ー

ル
等
で
覆
い
道
路
側
の
圃
場
の
中
に
稲
穂
よ
り

も
高
く
、
１
枚
ず
つ
立
て
て
く
だ
さ
い
。

評
価
前
に
は
刈
り
取
ら
な
い

　
評
価
し
た
圃
場
は
立
札
に
チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け

ま
す
。
や
む
を
得
ず
評
価
前
に
刈
り
取
る
場
合

は
、事
前
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
申
告
し
た
圃
場
の
一
部
で
も
刈
り
取
っ
て

し
ま
う
と
評
価
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
大
豆
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
の
補
償
を
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
、
引
受
内
容
等
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
内
容
等
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
穫
期
を
迎
え
る
前
に

引
受
内
容
等
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

被害を受けたハウス

引
受
内
容
等
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

①�

ゲ
タ
対
策
の
交
付
申
請
の
有
無
に
つ
い
て

　
加
入
申
込
時
に
経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
の
直
接

支
払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）
を
交
付
申
請
す
る
対
象
農
業

者
に
適
用
さ
れ
る
単
位
当
た
り
共
済
金
額
を
選
択
し
た
も

の
の
、
そ
の
後
交
付
申
請
し
な
か
っ
た
場
合
、
対
象
農
業

者
以
外
の
単
位
当
た
り
共
済
金
額
で
の
引
受
に
変
更
と
な

り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
細
目
書

　
作
付
耕
地
の
地
名
地
番
、
面
積
、
品
種
等
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
引
受
内
容
に
誤
り
が
あ
る
と
共
済
金
が
支
払
わ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
被
害
申
告

　
収
穫
期
の
前
に
被
害
申
告
の
お
知
ら
せ
を
行
い
ま
す
。

被
害
が
発
生
し
て
い
た
場
合
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
収
穫
期
の
前
に
鋤
き
込
み
す
る
場
合
や
、
調
査

後
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
等
は
、
そ
の
都
度
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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呼
吸
器
病
と
環
境
要
因（
ス
ト
レ
ス
）に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

　
家
畜
の
呼
吸
器
感
染
症
は
、①
感
染
源（
病

原
微
生
物
）
②
動
物
（
生
体
）
の
防
御
機
能

お
よ
び
輸
送
や
群
編
成
③
換
気
な
ど
の
環
境

要
因
（
ス
ト
レ
ス
）
の
３
要
因
が
相
互
に
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
発
症
す
る
こ
と
か
ら
牛
呼

吸
器
複
合
病
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
原
因
が
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、
制
御
す
る
に

は
原
因
と
な
る
病
原
微
生
物
、
生
体
お
よ
び

環
境
要
因
の
３
者
を
的
確
に
捉
え
、
適
切
な

飼
養
管
理
や
治
療
、
予
防
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
し
か
し
、
呼
吸
器
病
の
原
因
病
原
微
生
物

は
、
特
徴
的
な
症
状
を
表
わ
す
も
の
は
少
な

く
、
臨
床
症
状
か
ら
原
因
病
原
微
生
物
を
推

測
す
る
の
は
困
難
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
呼
吸
器
病
を
予
防
し
、
そ
の

発
生
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
方
法
と
し
て

は
、
環
境
要
因
対
策
が
最
も
重
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
ス
ト
レ
ス
の
制
御
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　

ス
ト
レ
ス
と
な
る
刺
激
は
「
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
大
き
く
分
け
る
と
、
次

の
４
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
物
理
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

　
寒
冷
お
よ
び
暑
熱
（
気
温
）

　
高
湿
度

　
騒
音

　
風
通
し
の
悪
さ

　
不
衛
生
湿
潤
な
牛
床
な
ど

②
化
学
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

　
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
な
ど
の
悪
臭

　
ほ
こ
り

　
飼
料
～
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、

　
　
　
　
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
不
足

　
薬
害
な
ど

③
生
物
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

　
病
気
や
ケ
ガ

　
吸
血
昆
虫
に
よ
る
接
種

　
皮
膚
病
に
よ
る
か
ゆ
み

④
心
理
的
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

　
輸
送

　
移
動

　
群
編
成

　
群
内
で
の
社
会
的
順
位
性

　
密
度
（
過
密
）

　
極
度
の
緊
張

　
恐
怖

　
人
（
飼
い
主
）
の
手
荒
な
扱
い
な
ど

　
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

〔 

牛
舎
内
の
温
度 

〕

　
牛
舎
内
の
温
度
は
、
18
℃
前
後
が
理
想
的

で
す
。
保
温
や
換
気
を
小
ま
め
に
行
い
、
快

適
な
温
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

〔 

換
　
気 

〕

　
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
肺
の
組
織
を
傷
つ
け
ま

す
。
臭
気
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
換
気
を
し
ま

し
ょ
う
。

〔 

牛
　
床 

〕

　
湿
っ
た
牛
床
は
、
体
温
を
奪
い
ま
す
。
敷

料
を
小
ま
め
に
交
換
し
て
牛
床
の
乾
燥
維
持

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〔 

飼
養
面
積 

〕

　
牛
一
頭
当
た
り
の
面
積
を
十
分
に
確
保
し

ま
し
ょ
う
。
落
ち
着
い
て
座
り
、
反
す
う
し

て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〔 

牛
舎
の
明
る
さ 

〕

　
牛
舎
を
明
る
く
し
、
牛
舎
内
の
環
境
を
確

認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
牛
の
体
調

の
変
化
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　
通
常
、
呼
吸
器
病
の
ほ
と
ん
ど
は
、
疾
病

が
発
生
し
や
す
い
状
態
の
前
に
適
切
な
管
理

技
術
を
用
い
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
（
＝
免
疫
を
低

下
さ
せ
な
い
）
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

①
オ
イ
ル
類
の
定
期
交
換

　

 　
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
、
油
圧
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ
イ

ル
な
ど
は
、一
定
作
業
時
間
後
に
、オ
イ
ル
フ
ィ

ル
タ
ー
な
ど
を
含
め
て
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

②
刈
刃
、
チ
ェ
ー
ン
へ
の
注
油

　

 　
刈
取
部
の
刈
刃
、
引
き
起
こ
し
・
供
給
・
搬

送
・
排
ワ
ラ
の
各
チ
ェ
ー
ン
は
、
作
業
前
ま
た

は
作
業
後
に
点
検
し
注
油
し
ま
す
。
特
に
、
作

業
終
了
後
の
注
油
は
部
品
に
油
が
し
み
こ
み
効

果
的
で
す
。

③
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
の
励
行

　

 　
揺よ

う
動ど

う
転
輪
部
、
ア
ン
ロ
ー
ダ
部
に
グ
リ
ス
を

注
油
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　

特
に
、
揺
動
転
輪
部
（
ス
イ
ン
グ
ア
ー
ム
、

揺
動
転
輪
）
の
グ
リ
ス
は
、
必
ず
定
期
点
検

し
、
不
足
分
の
注
油
が
必
要
で
す
。
点
検
時
や

作
業
中
に
金
属
が
こ
す
れ
た
異
音
を
発
し
た
場

合
は
、
オ
イ
ル
や
グ
リ
ス
が
切
れ
て
金
属
同
士

が
こ
す
れ
て
回
っ
て
い
ま
す
。
直
ち
に
グ
リ
ス

を
注
油
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 　
点
検
は
故
障
の
発
生
を
抑
え
、
計
画
的
な
収

穫
作
業
に
役
立
ち
ま
す
。

④
作
業
前
の
農
機
具
取
扱
説
明
書
の
確
認

　

 　
現
在
の
農
機
具
は
、
高
性
能
化
・
作
業
の
自

動
化
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
全
に
作
業
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
作
業
の
開
始
前
に
農
機
具
取

扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
農
作
業
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

秋
の
農
作
業
前
に
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う

家畜共済家畜共済

水稲共済水稲共済

建物共済建物共済

農機具共済農機具共済

園芸施設共済園芸施設共済

果樹共済果樹共済

大豆共済大豆共済

家
畜
の
異
動
連
絡
を
お
忘
れ
な
く

　
飼
養
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
が
無
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、

共
済
金
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
や
既
に

お
支
払
い
し
た
共
済
金
の
一
部
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
連
絡
が
必
要
な
の
は

導
入
・
出
荷
・
出
生
・
放
牧
や
共
進
会

に
出
場
・
飼
養
場
所
変
更
・
死
亡

の
と
き
で
す
。

エンジン部エンジン部
走行部走行部

刈取部刈取部

脱穀部脱穀部
全体全体

コンバインの
作業前点検
ポイント

コンバインの
作業前点検
ポイント

各Vベルトの張りは
適正か、傷や亀裂
などの有無

燃料、エンジンオイル、
冷却水の量は適正か、
ラジエーターの目詰ま
りの有無

駆動部分へのグリスアップ、
クローラの傷の有無

こぎ刃や切り刃、
受け網などの破損
の有無

刈刃の欠けやすき間
の有無、駆動チェー
ンへの注油と張りの
調整

　
秋
の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
作
業
前
に
、
点
検
整
備
・
試
運
転
を

行
い
、事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
バ
イ
ン
の
主
な
整
備
箇
所
は
、

作
業
前
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ストレスを与えない環境が必要

風通しを良くし、清潔な牛舎を心掛けましょう
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3

2

1長年の経験を頼りに、素早く揚げていく 2揚げたてのゴボウの香りが広がり食欲をそそる 34「ごぼうチップスの
ほかに総菜も多数手掛け、人気となっている 5「９種の味を提供しています」と柴崎勝江さん（右）と柴崎浜代さん（左）

　

東
松
島
市
小
野
に
今
年
４
月
、
ベ
ー

カ
リ
ー
カ
フ
ェ
「
ル
・
ニ
・
リ
ロ
ン
デ
ー

ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
を

営
む
の
は
横
山
淑
恵
さ
ん
（
34
）
。
「
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
交
流
の
少
な
く

な
っ
た
地
元
を
活
気
づ
け
、
憩
い
の
場

を
提
供
し
た
い
」
と
、
東
京
で
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
が
帰
郷
し
、
２
年

間
経
験
を
積
ん
だ
後
始
め
ま
し
た
。

　

店
名
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
ツ
バ
メ
の

巣
」
を
意
味
。
ツ
バ
メ
が
巣
を
作
る
場
所

に
は
幸
せ
が
訪
れ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
に

あ
や
か
り
ま
し
た
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
や
パ

ン
、
マ
フ
ィ
ン

な
ど
で
、
地
元

で
収
穫
さ
れ
る

旬
の
食
材
を
使

用
し
、
季
節
ご

と
に
内
容
を
変

え
て
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

「
お
す
す
め

は
一
日
10
食
限
定
の
『
つ
ば
め
プ
レ
ー

ト
』
。
旅
先
で
出
会
っ
た
料
理
を
地
元
の

食
材
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
総
菜
と
自
家
製
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
用
し
た
サ
ラ
ダ
、
東
松

島
産
ひ
と
め
ぼ
れ
の
ご
飯
、
ス
ー
プ
、
ド

リ
ン
ク
を
付
け
て
１
１
０
０
円
で
提
供
し

て
い
ま
す
」
と
横
山
さ
ん
。
「
メ
ニ
ュ
ー

を
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
方

言
を
積
極
的
に
使
う
こ
と
で
、
幅
広
い
年

代
の
人
に
親
し
ま
れ
、
何
度
で
も
足
を
運

び
た
く
な
る
よ
う
な
お
店
に
し
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　
横
山
さ
ん
は
「
今
後
は
地
元
の
小
麦
を

使
っ
た
パ
ン
作
り
や
、
地
元
野
菜
の
直
売

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
登
米
市
の
道
の
駅
み
な
み
か
た
「
も
っ

こ
り
の
里
」
に
、
老
若
男
女
問
わ
ず
多
く

の
人
に
大
人
気
の
商
品
が
あ
り
ま
す
。
同

市
東
和
産
の
ゴ
ボ
ウ
を
用
い
た
「
ご
ぼ
う

チ
ッ
プ
ス
」
で
す
。

　
柴
崎
勝
江
さ
ん
（
48
）
と
柴
崎
浜
代
さ

ん
（
61
）
の
二
人
で
運
営
す
る
「
惣
菜
工

房
旬
彩
」
が
し
ょ
う
ゆ
、
塩
味
に
加
え
、

ガ
ー
リ
ッ
ク
や
コ
ン
ソ
メ
、
カ
レ
ー
な
ど

全
９
種
類
の
豊
富
な
味
を
用
意
し
て
提
供

し
て
い
ま
す
。
勝
江
さ
ん
は
「
先
代
か
ら

受
け
継
い
だ
と
き
は
し
ょ
う
ゆ
と
塩
味
の

２
種
類
だ
け
で
し
た
が
、
飽
き
る
こ
と
な

く
い
ろ
い
ろ
な
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
た
く
さ
ん
の
味
を
用
意
し
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。

　

原
材
料
は
ゴ
ボ
ウ
と
か
た
く
り
粉
、

味
付
け
用
の
パ
ウ
ダ
ー
の
み
。
作
り
方
も

専
用
の
機
械
で
ゴ
ボ
ウ
を
ス
ラ
イ
ス
し
た

後
、
か
た
く
り
粉
を
軽
く
ま
ぶ
し
て
揚
げ

る
だ
け
と
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
す
。

　
「
レ
シ
ピ
は
な
く
、
長
年
の
経
験
を
頼

り
に
揚
げ
油
の
温
度
や
揚
げ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
、
ゴ
ボ
ウ
の
揚
げ
色
を
確
認
し
て
作
っ

て
い
ま
す
」
と
勝
江
さ
ん
。
手
を
加
え
過

ぎ
な
い
分
、
素
材
や
作
り
方
が
と
て
も
大

事
で
、
揚
げ
た
て
の
食
感
が
続
く
よ
う
に

気
を
配
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

ご
ぼ
う
チ
ッ
プ
ス
は
、
軽
い
口
当
た
り

と
ゴ
ボ
ウ
本
来
の
味
が
癖
に
な
る
と
人
気

で
、
野
菜
が
苦
手
だ
と
い
う
子
ど
も
も
お

い
し
い
と
食
べ
る
と
い
い
ま
す
。

　

平
日
は
５
㌔
か
ら
10
㌔
。
休
日
に
な
る

と
20
㌔
近
く
の
ゴ
ボ
ウ
を
加
工
。
勝
江
さ

ん
は
「
富
谷
・
仙
台
方
面
か
ら
足
を
運
ん
で

く
れ
る
お
客
さ
ん
や
、『
お
い
し
か
っ
た
か

ら
ま
た
買
い
に
来
た
』
と
い
う
言
葉
が
何
よ

り
の
励
み
に
な
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
二
人
は
、
ご
ぼ
う
チ
ッ
プ
ス
の
ほ
か
に

も
15
種
類
の
総
菜
と
お
に
ぎ
り
や
お
こ
わ

な
ど
を
提
供
。
店
内
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
駅
長
の
田
口
俊
郎
さ
ん
（
63
）

は
「
一
度
食
べ
た
ら
ま
た
食
べ
た
く
な
る

惣
菜
工
房
旬
彩
の
ご
ぼ
う
チ
ッ
プ
ス
を
目

当
て
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
す
。

▲横山さん
　看板には雄勝名産の硯石を使用　

▲おすすめの「つばめプレート」

地　域
の

話 題

地　域
の

話 題

み
ん
な
が
集
う
憩
い
の
場
に

横
山　
淑と
し
恵え

さ
ん
（
東
松
島
市
）

人
と
人
と
を
結
ぶ

お
に
ぎ
り
を
提
供
し
た
い

鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
む
す
び
や
（
大
崎
市
鳴
子
温
泉
）

ま
た
食
べ
た
く
な
る
お
い
し
さ

ご
ぼ
う
チ
ッ
プ
ス

　

惣
菜
工
房
「
旬
彩
」（
登
米
市
）

1

地　域
の

話 題

4

5

　

大
崎
市
鳴
子
温
泉
中
山
平
に
４
月
29

日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
子
の
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
公
式
お
む
す
び
屋
「
む
す
び
や
」
が
再

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
手
掛
け
る
、
冷
涼
な
山
間
地
に
適
し
た

低
ア
ミ
ロ
ー
ス
米
「
ゆ
き
む
す
び
」
の
お

に
ぎ
り
を
７
種
類
販
売
。
店
長
の
髙
橋
恵

美
さ
ん
（
48
）
は
「
多
く
の
人
に
ゆ
き
む

す
び
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
お
い
し

い
お
に
ぎ
り
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　
む
す
び
や
は
、
東
日
本
大
震
災
で
店
舗

が
壊
れ
一
度
は
閉
店
し
ま
し
た
が
、
再
開

を
望
む
声
、
多
く
の
支
援
を
受
け
て
復
活

し
ま
し
た
。
以
前
あ
っ
た
場
所
か
ら
現
在

の
中
山
平
に
移
し
、
事
務
所
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た

建
物
を
改

築
。
ス
タ
ッ

フ
を
増
や
す

ほ
か
、
営
業

日
も
多
く
し

て
対
応
し
て

い
ま
す
。

　
「
ゆ
き
む

す
び
は
粘
り
が
強
い
う
え
甘
み
が
あ
り
、

冷
め
て
も
お
い
し
く
お
に
ぎ
り
に
最
適
で

す
」
と
髙
橋
店
長
。
丁
寧
に
握
っ
た
お
に

ぎ
り
は
、
具
材
や
調
味
料
も
厳
選
し
て
お

り
、
存
在
感
が
あ
っ
て
、
多
く
の
リ
ピ
ー

タ
ー
が
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

ゆ
き
む
す
び
に
は
「
人
と
人
と
を
結

び
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
、
髙
橋
店
長

は
「
お
店
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
声
を
聞

き
、
お
い
し
い
お
に
ぎ
り
で
お
返
し
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

▲ホッとする笑顔で迎えてくれるむすびや（左が髙橋店長）

▲玄米と季節の青菜巻のおにぎり
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口
座
振
替
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城
で
は
、
納
入
手
続
き
の
簡
素
化

と
不
祥
事
の
未
然
防
止
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納

入
に
つ
い
て
「
口
座
振
替
」
の
利
用
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
を
購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
農
業
共
済
新
聞

で
は
、
農
業
に
関

す
る
政
策
や
営
農

技
術
、
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
た
り
、

全
国
各
地
か
ら
地
元
の
農
業
の
話
題
ま
で
、
内
容
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

発
行
は
毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）。
購
読
料
は
、

組
合
が
４
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
の
で
、
年
間

３
７
８
０
円
（
１
月
当
た
り
３
１
５
円
、
年
極
購
読

の
場
合
は
３
５
１
０
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
、
最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
業
共
済
新
聞
「
み
や
ぎ
版
」
で
は
、
ご
購
読
さ

れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
「
ご
愛
読
者
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
企
画
し
、
抽
選
で
地
場
産
品
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
購
読
さ
れ
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

大
崎
市
田
尻

佐
々
木	

　
華は

な

　	

ち
ゃ
ん	(

10
）

	

大や

ま

と和	

く
　
ん	(

8
）

	

佳か

の

ん音	

ち
ゃ
ん	(

6
）

	

希み

ら

い望	

ち
ゃ
ん	(

1
）

　
お
父
さ
ん	

　
大ゆ

た
か

　	

さ
　
ん

　
お
母
さ
ん	

里さ

と

み美	

さ
　
ん

　私の家では、お米と野菜を作っ
ています。学校の給食に、ときど
きうちの野菜を使ったメニューが
でます。みんながおいしく食べて
くれると、とてもうれしいです。
　おいしいお米や野菜を作ってく
れる農家のみなさん、いつも家族
のために仕事をがんばってくれる
お父さん、おいしいごはんを作っ
てくれるお母さん、ありがとう。
感謝の気持ちを込めて、今日もお
いしくごはんをいただきます。

　「みんなありがとう」
佐 々 木  華

はな

栗原市一迫 千	葉		美
み

	周
ちか

	さん
　地元の保育園で保育士をしています。
中学生のときの職業体験で幼稚園を訪問
し、保育士になろうと思いました。子ど
もたちの成長を身近に感じることができ、
やりがいがありますね。いつも笑顔を絶
やさずに、子どもたちと接することを心
掛けています。
　趣味は、映画鑑賞やペットショップ巡
り、写真を撮ることです。長期の休みが
取れたら、いろいろな風景を撮影しに旅
行に行きたいです。

笑顔で接したい

kitchen garden

四季の畑

◆
◆

サ
ツ
マ
イ
モ
豆
知
識
◆
◆

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
は
、10
月
ご
ろ
（
霜
が
降
る
前
）

の
天
気
の
良
い
日
に
鍬く

わ
ま
た
は
ス
コ
ッ
プ
で
、
サ
ツ
マ

イ
モ
に
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に
掘
り
上
げ
ま
す
。

 

収
穫
し
て
貯
蔵

①�

掘
っ
た
後
、
き
ち
ん
と
干
し
ま
す
。

②�

土
を
手
で
落
と
し
、
新
聞
紙
に
包
み
、
段
ボ
ー
ル
等

で
保
存
し
ま
す
。
ま
た
は
空
気
穴
を
開
け
た
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
に
、
も
み
殻
か
米
ぬ
か
を
入
れ
、
そ
の
中

に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
入
れ
、
温
度
変
化
の
少
な
い
室
内

で
保
存
し
ま
す
。

●
貯
蔵
温
度
…
10
～
13
℃
前
後

●
貯
蔵
湿
度
…
80
～
90
％

●
貯
蔵
可
能
期
間
…
４
～
６
カ
月

　 

播
種
と
育
苗
管
理（
抜
き
苗
）

① 

苗
床
に
は
排
水
の
良
い
肥
沃
な
普
通
畑
を
用
い
、
播
種

の
一
週
間
前
ま
で
に
土
作
り
を
行
い
ま
す
。

② 

播
種
適
期
を
守
り
、
１
㎡
当
た
り
種
子
量
10
～
11
㎖
を

目
安
に
ス
ジ
ま
き
し
ま
す
。
覆
土
後
は
十
分
に
灌
水

し
、
発
芽
を
そ
ろ
え
る
た
め
に
乾
か
さ
な
い
よ
う
に
注

意
し
ま
す
。

③ 

本
葉
１・
５
枚
時
に
株
間
８
㍉
を
目
安
に
間
引
き
し
、

条
間
を
中
耕
し
、
土
寄
せ
し
ま
す
。

④ 

播
種
後
30
日
こ
ろ
に
追
肥
し
ま
す
。

⑤ 

育
苗
期
終
盤
に
な
る
と
株
元
が
蒸
れ
や
す
く
な
る
の

で
、
ベ
と
病
の
予
防
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　 
定
植
と
そ
の
後
の
管
理

① 

排
水
の
良
い
畑
を
選
び
、
定
植
１
週
間
前
ま
で
に
畑
作

り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

除
草
剤
の
効
果
が
期
待
で
き
な
い
雑
草
が
優
勢
な
圃
場

や
転
作
地
の
場
合
は
、
黒
色
マ
ル
チ
「
オ
ニ
オ
ン
マ
ル

チ
３
４
１
２
」
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

② 

育
苗
日
数
55
日
程
度
で
、本
葉
３・５
枚
く
ら
い
の
若
苗

で
植
え
、
越

冬
に
向
け
て

し
っ
か
り
根

を
張
ら
せ
ま

す
。
定
植
は

葉
鞘
部
の
半
分
程
度
ま
で
土
中
に
入
れ
ま
す
。

③ 

定
植
活
着
後
、雑
草
発
生
前
に
除
草
剤
を
散
布
し
ま
す
。

④ 

３
月
25
日
こ
ろ
ま
で
に
効
く
よ
う
に
追
肥
を
し
ま
す
。

※
マ
ル
チ
を
し
た
場
合
、
追
肥
は
行
い
ま
せ
ん
。

⑤ 

追
肥
後
、
雑
草
発
生
前
に
除
草
剤
を
散
布
し
ま
す
。

⑥ 

４
月
20
日
こ
ろ
か
ら
ベ
と
病
越
年
株
の
病
徴
（
生
育
が

悪
く
黄
化
・
湾
曲
）
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
伝
染
が

広
が
り
ま
す
。
発
生
源
に
な
る
の
で
抜
き
取
り
ま
す
。

⑦ 

４
～
５
月
は
ベ
と
病
と
白
色
疫
病
の
蔓
延
を
防
ぎ
ま
す
。

⑧ 

５
月
末
～
６
月
は
肥
大
期
後
半
に
な
り
ま
す
。
貯
蔵
中

の
腐
敗
を
防
ぐ
た
め
に
、
灰
色
か
び
病・灰
色
腐
敗
病・

ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
防
除
も
行
い
ま
す
。

⑨ 

収
穫
は
、
茎
葉
が
９
割
程
度
倒
伏
し
た
こ
ろ
で
す
。
抜

き
取
り
は
晴
天
日
に
行
い
、
そ
の
日
の
う
ち
に
雨
の
当

た
ら
な
い
場
所
に
移
し
ま
す
。直
射
日
光
が
当
た
ら
ず
、

通
風
の
良
い
場
所
で
貯
蔵
し
ま
す
。

（株式会社 渡辺採種場）

属　　名：ネギ属
連作障害：少々（1年位あける）

発芽適温：20℃程度
生育適温：15～20℃

栽培カレンダー
（宮城県平坦地の場合）
 9月 10 11 ～ 3 4 5 6

●播種  ▲定植  ◆追肥
■ハッピー501収穫  ■オーロラ収穫  ■ラッキー収穫

肥大期

病害虫防除

播種
9月1
 ～ 5日

本葉
1～ 1.5枚時

定植
10月25
～ 30日

追肥
3月中
 ～下旬

ベと病越年株の
　　　抜き取り
4月20日ころ～

間引き
11月上旬
除草剤散布

3月中～下旬
除草剤散布

秋まきおすすめ野菜

タ マ ネ ギ
おすすめ品種

乾燥・ベと病に強いです。
食味抜群で辛味が少なく
甘みがあり、生食・煮食
におすすめです。長期貯
蔵が可能です。

肥大性に優れ、梅雨本番
前に収穫できます。中～
長期の貯蔵が可能です。
冬春まき栽培にもおすす
めです。

梅雨前に収穫できます。
食味はとても良好で、お
いしいです。青切りに適
しますが、中期貯蔵も可
能です。

ラッキー
晩生種

オーロラ
中生種

ハッピー 501
早生種

苗床8㎡の畑作り例
土壌改良資材
完熟堆肥 16～ 22㎏
苦土石灰 1～ 1.2㎏

元肥
MMB
燐加安14号

650
～ 750㌘

過燐酸石灰 300
～ 400㌘

追肥（1㎡当たり）
燐硝安加里S604 25㌘

畑作り例（普通畑1アール分）
土壌改良資材

完熟堆肥 200～ 300㎏
苦土石灰 12～ 15㎏
苦土重焼燐 4㎏

施肥

裸地
栽培

元肥 MMB燐加安14号 7㎏
追肥 燐硝安加里S604 4㎏

マルチ
栽培

元肥
MMB燐加安14号 6㎏
CDU複合燐加安 4㎏

追肥 なし

8～
10㎝

栽培例（４条植え）

18
㎝

20
㎝

100㎝ 40～50㎝

10～15㎝

12㎝

18
㎝
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は
が
き
に
記
入
例
の
と
お
り
明
記
の
上
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

10
人
の
方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◎
〆
切 

平
成
29
年
10
月
10
日（
当
日
消
印
有
効
）

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見

や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報
提
供
な
ど
、
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
の
応
募
に
合
わ
せ
て
の
お
便
り
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※ ご応募いただいた個人情報は、紙面づくり以外
の目的には使用しません。

①
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え

②
〒
・
住
所

③
氏
名
　④
年
齢

⑤
電
話
番
号
　

⑥
広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

仙
台
市
青
葉
区
上
杉

　
　
　
　
　   

1
丁
目
8
の
10

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
宮
城

　
広
報
係 

行

9 8 0 0 0 1 162
（裏面）　　　 《記入例》 　　（宛先面）

※
コ
ス
モ
ス
園
開
園
期
間

　
平
成
29
年
９
月
９
日（
土
）～
10
月
９
日（
月・祝
）

※
コ
ス
モ
ス
祭
り
開
催
日

　
平
成
29
年
９
月
９
日（
土
）

　
伝
統
芸
能
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
平
成
29
年
10
月
１
日（
日
）

　
わ
く
わ
く
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

※
人
車
運
行
日

　
開
園
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日

　
乗
車
料
金
一
人
２
０
０
円
（
幼
児
無
料
）

◆ 

今
年
は
例
年
以
上
に
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
そ
れ
に
、
雨
が

少
な
い
と
あ
っ
て
、
自
宅
裏
の
畑
の
農
作
物
も
元
気
を
な
く
し
て

い
ま
す
。
農
業
は
自
然
が
相
手
な
の
で
、
難
し
い
反
面
、
毎
日
の

天
気
予
報
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

（
白
石
市
Ｉ
・
Ｓ
さ
ん
）

◆ 

「
四
季
の
畑
」
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
図
や
写
真
な
ど
で
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
の
で
、
フ
ァ
イ
ル
し
て
い
ま
す
。

 

（
栗
原
市
Ｏ
・
Ｍ
さ
ん
）

◆ 

広
報
紙
の
金
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
カ
ラ
フ
ル
で
と

て
も
見
や
す
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
各
地
の
話
題
紹
介
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
加
美
町
Ｉ
・
Ｔ
さ
ん
）

◆ 

三
滝
堂
ふ
れ
あ
い
公
園
が
載
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
美

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

 

（
大
崎
市
Ｓ
・
Ｎ
さ
ん
）

◆ 

「
わ
が
家
の
味
＊
レ
シ
ピ
」
の
冷
や
し
う
ど
ん
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

か
け
を
早
速
作
っ
て
み
ま
し
た
。
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
が
お
い
し
い

で
す
。 

（
美
里
町
Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
）

 

お
た
よ
り
広
場

応  募  方  法

◆問い合わせ先
　大崎市松山総合支所　地域振興課
　☎０２２９－５５－２１１２

　

代
々
農
業
を
営
む
専
業
農
家
で

す
。
水
稲
２・
１
㌶
を
作
付
け
す
る

ほ
か
、
ハ
ウ
ス
２
棟
と
畑
地
１・
２

㌶
で
野
菜
を
少
量
ず
つ
多
品
目
を
手

掛
け
、
年
間
を
通
し
て
出
荷
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
27
年
か
ら
は
、
地
域
の
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
の
会
長
と
な
り
ま

し
た
。
毎
日
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
が
、
仲
間
と
お
酒
を
飲
み
に
出
掛

け
た
り
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　

今
は
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
せ
ん
が
、

時
間
を
見
つ
け
て
庭
仕
事
を
す
る
な

ど
し
て
バ
ラ
を
育
て
て
み
た
い
で

す
ね
。

▼ 

共
済
部
長
歴
9
年 

総
代
歴
2
年 

地
区
協
議
会
会
長
歴
2
年

▼ 

共
済
部
長
歴
14
年

　
損
害
評
価
会
委
員
歴
11
年

　
宮
城
中
央
N
O
S
A
I
部
長
会
会
長

　

水
稲
１・
５
㌶
を
作
付
け
す
る
ほ

か
、
畑
20
㌃
で
自
家
消
費
用
の
ナ
ス

や
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど

10
品
目
ほ
ど
の
野
菜
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
15
年
か
ら
共
済
部
長
を
務

め
、
同
時
に
地
区
会
長
に
就
任
。
さ

ら
に
平
成
21
年
４
月
か
ら
は
支
所
管

内
の
会
長
と
な
り
ま
し
た
。
合
併
前

に
は
宮
城
中
央
組
合
の
監
事
を
務
め

た
こ
と
も
あ
り
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
の

普
及
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く
限
り
農

業
を
営
み
、
大
切
な
農
地
を
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

県
南
支
所

川
崎
町
前
川

平
間
正
行
さ
ん
（
69
）

宮
城
中
央
支
所

仙
台
市
宮
城
野
区

佐
藤
俊
男
さ
ん
（
64
）

登米市
 道の駅三滝堂の
 スタッフの皆さん

　
登
米
市
東
和
町
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
道
の
駅
三
滝

堂
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　
き
れ
い
で
開
放
的
な
店
内
に
は
、
お
客
さ
ん
が
入
れ
代

わ
り
立
ち
代
わ
り
訪
れ
、途
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
何
が
起
き
る
ん
だ
ろ
う
」
と
、
物
珍
し
げ
で
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
初
め
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
が
、
徐
々
に
表
情
が
和
ら
ぎ
、
笑
顔
の
写
真

が
撮
れ
ま
し
た
。

前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
は

『
か
い
す
い
よ
く（
海
水
浴
）』

��������

　
　
　　
　
　
　
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

泉
　
　
　
勇
　
斗
さ
ん
（
丸
森
町
）

小
　
野
　
は
る
子
さ
ん
（
丸
森
町
）

佐
　
藤
　
紀
　
子
さ
ん
（
大
崎
市
）

今
　
野
　
照
　
子
さ
ん
（
美
里
町
）

高
　
橋
　
久
美
子
さ
ん
（
栗
原
市
）

岩
　
松
　
み
さ
を
さ
ん
（
栗
原
市
）

武
　
山
　
よ
り
子
さ
ん
（
登
米
市
）

今
　
野
　
明
　
美
さ
ん
（
登
米
市
）

枡
　
田
　
敬
　
子
さ
ん
（
登
米
市
）

及
　
川
　
ク
ミ
子
さ
ん
（
東
松
島
市
）

前号の答えと当選者

撮影を
終えて

松山御本丸公園（コスモス園）
（大崎市松山）

　
大
崎
市
松
山
の
松
山
御ご

本ほ
ん
丸ま

る
公
園
は
、
か
つ
て

の
千
石
城
跡
で
、
大
崎
平
野
が
一
望
で
き
る
高
台

に
あ
り
ま
す
。

　

本
丸
・
二
ノ
丸
・
三
ノ
丸
に
分
か
れ
て
お
り
、

三
ノ
丸（
約
７
０
０
０
平
方
㍍
）は
コ
ス
モ
ス
公
園
に

な
っ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
23
種
類
20
万
本
も
の
コ
ス

モ
ス
が
可
憐
に
咲
き
、
訪
れ
る
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

　
開
花
に
合
わ
せ
、
伝
統
芸
能
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
わ
く
わ
く
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
る
ほ
か
、
休
日
に
は
「
人
車
」
が

復
活
。
家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。

　
人
車
は
、
台
車
に
車
体
を
乗
せ
、
人
が
押
し
て

レ
ー
ル
上
を
走
る
車
で
、
大
正
時
代
に
旧
松
山
町

の
人
々
の
貴
重
な
足
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
に
国
の
近
代
化
産
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

1

7

11 12

13

16 17

19

18

1514

10

8 9

2 3 4

6

5

二重ワクのところに入った文字を組み合わせて、
一つの言葉にして下さい。
ヒント▶小学校では春が主流になりつつあります

 タテのカギ
❶風が吹けば○○○がもうかる。
❷虹の配色で青と紫の間。
❸壊れた部分を直すこと。
❹土壌改良のために他所から土を搬入すること。
❺裏見草とも呼ばれる、秋の七草の一つ。
❼風の数え方。
❾アンデス山脈で16世紀まで栄えた○○○帝国。
❿船舶・機関車・航空機などの動力部を担当する乗員。
⓬史上初の世界一周を成し遂げた○○○○の艦隊。
⓭新撰組局長　近藤○○○。
⓯都市郊外にあるベッド○○○。
⓱蚕が糸を吐いて作る殻状の覆い。

 ヨコのカギ
❶砂漠の中の水が湧き、樹木が生えているところ。
❹日本の国花はサクラと○○。
❻自動車用ディーゼルエンジンの燃料。
❼今年で27回目。定禅寺ストリート○○○フェスティバル。
❽片目を瞬いてする合図。
❿陸上の哺乳類で最も背が高い動物。
⓫屋内で床を張らず、地面のままにしているところ。
⓭ホタル○○、アオリ○○、ヤリ○○。
⓮対立しているものの一方の味方をすること。○○をもつ。
⓰秋を代表する魚。ほとんどが太平洋で漁獲される。
⓲体長15cmほどのキジ科の鳥。
⓳7月に宮城特別版が発売された○○○○○ガイド。

松
山
町
駅

◎松山総合支所

N

御本丸公園（コスモス園）

● ●

●●
●

松山小
さんさん館

酒ミュージアム
ふるさと歴史館

松山高

華の蔵
●

羽黒神社

●
●

●
石雲寺 桃源院

妙傳院

東
北
本
線

鳴瀬川

19

1932

●
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★	ピーマン、カボチャなどの夏野菜を混ぜてもおいしいです。
★	鍋で煮ず、電子レンジを使うとさらに簡単です。
★	冷蔵庫で冷やす時間を長くすると味がしみて一層おいしいです。

本　　所　〒 980-0011 
 仙台市青葉区上杉 1-8-10 TEL 022-225-6701
県南支所　〒 981-1505 
 角田市角田字町田１１３ TEL 0224-63-2012
宮城中央支所　〒 983-0821 
 仙台市宮城野区岩切字昭和東 112-3 TEL 022-396-3070
亘理名取支所　〒 989-2301 
 亘理町逢隈中泉字一里原 28-8 TEL 0223-34-5031
六の国支所　〒 981-4265 
 加美町字矢越 226 TEL 0229-64-1380
大崎支所　〒 989-6166 
 大崎市古川東町 5-37 TEL 0229-22-2141
栗原支所　〒 987-2203 
 栗原市築館字下宮野中田 100 TEL 0228-23-7111
迫 支 所　〒 987-0512 
 登米市迫町森字平柳 34-88 TEL 0220-22-8411
石巻支所　〒 986-1111 
 石巻市鹿又字曽波の神前 172 TEL 0225-75-2331
県南家畜診療センター　〒 989-0731 
 白石市福岡深谷字桜丘前１０ TEL 0224-25-4565
中央家畜診療センター　〒 989-6251 
 大崎市古川小野字嵐山 26-1 TEL 0229-28-2581
県北家畜診療センター　〒 987-0511 
 登米市迫町佐沼字中江 1-3-1 TEL 0220-22-2790
家畜診療研修所　〒 981-3602 
 大衡村大衡字平林 39-4 TEL 022-345-2241

＊料理紹介者　
　名取市下余田	
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作 り 方

❶  長ナスは縦に２等分にして水にさらしておく。
❷  麺つゆ、水、ショウガ（すりおろし）を混ぜて漬けダレを作っておく。
❸  ❶の水を切り、鍋に浸るくらいの水を入れ沸騰したら２分ほど煮る。
❹  ❸を湯切りし、エダマメと一緒に②に漬け込み、冷蔵庫で冷やしたら

出来上がり。

宮城

材 料 （ 2 人 分 ）

・長ナス	…………………………… ５本

・エダマメ	………………………… 適量

・麺つゆ（２倍濃縮）	 ……………30cc

・水	…………………………… １００cc

・ショウガ（すりおろし）	… 小さじ1/2

長ナスと
エダマメの煮

に
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びた

し

ノーサイくんに投票を�〜ゆるキャラ®グランプリ2017〜
　ゆるキャラ®グランプリへの投票が８月１日（火）から
始まりました。投票は、パソコンやスマートフォンなど
から１日１回投票できます。グランプリ獲得を目指し、
みなさん積極的に投票をお願いします。
▷ 投票方法：①パソコンやスマートフォンから公式サイ

トにアクセス ②ＩＤを登録（初回のみ）③発行され
たＩＤでログイン ④投票（１日１回 可能）

▷ 投票期間：８月１日（火）～ 11月10日（金）

◁�ゆるキャラ®�
グランプリ
　ノーサイくん
　への投票は
　こちらから


